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課題名
3４特産果樹の生産安定と商品性向上技術の確立

（４）オウトウの整枝と雨よけ栽:培による生産安定
分類 ②

試験研

究年次
60～２年（完了）．＝

Ｉ目・的

暖地におけるオウトウ栽培は、花芽形成が悪いので、結実が安,定する整
枝法を確立するとともに雨よけ栽培により生産の安定を図る°
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主要成果の概要
暖地におけるオ

軽いせん定で、
また、オウトウ

効果がある。

ウトウ

樹 勢 を
の裂果

の結実安定には、開心自然形で、しかも放任に近
早く落ち着かせる整枝せん定法が良い．
防止には、成熟期直前に雨よけをすることで大き

収量は、開心自然形の放任に近い軽いせん定方法で多く、主枝数を少
なくして強せん定にする整枝では収量が低くなる。

２コルト台は、樹冠容積からみると､‐わい化効果は認められない。

３

４

果実の品質面では、軽いせん定で着色はやや劣るが、
ぴ酸度については整枝法及_び台木の影響はない。

９

一果重や糖度及

東亜系のシナミザクラは豊産性で果皮は鮮;紅色で優’れるが、果実は３
前後で小さく、糖・;酸ともやや低い．露点地‘では３０％以上が裂果する。

５佐藤錦は大果で糖度も高く、雨よけ栽培により裂果率は１０％以下とな
る。しかし、高砂及び佐藤錦は、いずれも収量が低いので経済栽培は難
しい◎ ト



Ⅳ主要成果の具体的データ 、

第１表樹冠の拡大と着果状況（６３～２年平均）

品種台木整枝 樹冠容積１鵬たり鮒嘘果実
法 １果重着色糖度

63年２年嘘緬岨面積

㎡ ㎡個ｋｇｇ％％
青 ２ 本 ５ ２ ５ １０３０．７６．８８０１６．３
葉 ３本７３０１３００．８６．８７５１６．５

佐桜放任1２３８２５６１．６６．３７０１６．１
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錦 ．２本５２６１２ ００．７６．８７５１７．０
ル３本７３１１４１０．９６．７７５１６．３
卜放任１３４０２ ８ ９ １ ． ９ ６ ． ８ ７ １ １ ６ ． ７

青２本８３１８１０．３３．５６０１２．５
葉３本８３６８５０．３３．３５５１３．６

高 桜放任１４４４１２００．４ ３．７５０１３．５
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砂 ．２本８３２８６０．３３．３５６１３．３
ル３本９３９９４０．３３．４５８１２．５
卜放任１４４５１５３０．６．３．４５４１３．０

第２表栽培法の違いによる生育及び品質（６３～２年平均）
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

暖地において、オウトウを導入する場合の参考資料となる。

Ⅵ今後の研究上の問題点
1.』｣

暖地における効果的な｣わい性台木の探索及び育成

Ⅶ資料 名
６０～２年度福岡県農業総合試験場豊前分場果樹研究室成績書
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